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す
る
等
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

を
見
せ
終
了
し
ま
し
た
。

［
上
小
阿
仁
分
会
：
戸
田
］

【
秋
田
：
北
秋
田
地
区
集
会
】

　

５
月
１
日
（
木
）
の
夕
方
、

第
96
回
メ
ー
デ
ー
北
秋
田
集
会

が
北
秋
田
市
コ
ム
コ
ム
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
集
会
に
は
北
秋

田
市
、上
小
阿
仁
村
の
７
団
体
、

１
２
０
名
が
参
加
し
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
集
会
に
は
、
林
野

労
組
米
代
東
部
分
会
か
ら
４

名
、
林
退
会
鷹
巣
支
部
か
ら
６

名
が
参
加
し
、
イ
ベ
ン
ト
（
抽

選
会
）、
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

抽
選
会
で
は
、
林
退
会
か
ら
２

年
連
続
で
豪
華
景
品
を
ゲ
ッ
ト

▼
書
記
局
予
定
▲

６
月
１
日　
　
　

組
織
財
政
確
立
委
員
会

６
月
８
日　
　
　

森
林
労
連
中
央
行
動

６
月
１４
～
１５
日　

地
本
執
行
委
員
会

６
月
２０
日　
　
　

全
国
代
表
者
会
議

【
秋
田
：
連
合
秋
田
中
央
メ
ー
デ
ー
】

　

４
月
２６
日
（
土
）、「
第
９６
回

秋
田
県
中
央
メ
ー
デ
ー
」
が
秋

田
市
エ
リ
ア
な
か
い
ち
で
、
連

合
秋
田
構
成
組
織
の
組
合
員
約

１
，
２
０
０
人
の
参
加
で
開
催

さ
れ
、
林
野
労
組
か
ら
は
１６
人

（
本
局
分
会
１５
人
、
秋
田
分
会

１
人
）、
林
退
会
よ
り
４
人
の

２０
人
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
前
に
は
、
シ
ョ
ー
・
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
超
神
ネ
イ

ガ
ー
シ
ョ
ー
」、
会
場
周
辺
で

は
各
構
成
組
織
の
模
擬
店
や
福

祉
施
設
作
業
所
製
品
販
売
、
連

合
・
愛
の
カ
ン
パ
コ
ー
ナ
ー
が

設
置
さ
れ
、
集
会
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

始
め
に
実
行
委
員
長
連
合
秋

田
・
小
川
会
長
か
ら
、「
２
０
２
５

春
季
生
活
闘
争
の
賃
上
げ
も
好

調
に
推
移
し
て
い
る
。
こ
の
動

き
を
波
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
私
た
ち
の
責
務
で
あ

る
。」、
ま
た
、
４
月
に
実
施
さ

れ
た
秋
田
県
知
事
、秋
田
市
長
、

秋
田
県
議
会
議
員
補
欠
の
各
選

挙
へ
の
取
り
組
み
に
感
謝
を
述

べ
「
今
夏
に
実
施
さ
れ
る
参
議

院
選
挙
に
つ
い
て
は
、
労
働
者

の
立
場
に
あ
る
候
補
者
を
勝
利

さ
せ
た
い
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
本
集
会
に
は
多
数
の

来
賓
の
方
々
が
出
席
さ
れ
、
代

表
し
て
、
鈴
木
健
太
秋
田
県
知

事
、
沼
谷
純
秋
田
市
長
、
辻
良

之
秋
田
県
商
工
会
議
所
会
頭
か

ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
鈴
木
秋

田
県
知
事
か
ら
は
、「
中
小
企

業
の
多
い
県
内
で
適
正
な
価
格

転
嫁
が
で
き
る
か
注
視
し
て
い

く
。企
業
の
生
産
性
が
上
が
り
、

賃
上
げ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ

う
、
行
政
と
し
て
し
っ
か
り
背

な
か
を
押
し
て
い
く
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

本
集
会
で
は
、
核
兵
器
廃
絶

１
０
０
０
万
署
名
の
取
り
組
み

に
あ
た
っ
て
「
戦
後
・
被
爆
８０

年　

次
代
に
つ
な
ぐ
平
和
の
特

別
決
議
」
を
全
体
で
確
認
、
石

川
県
能
登
半
島
地
震
の
被
災

地
・
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
支

援
の
継
続
と
労
働
組
合
の
な
い

中
小
・
小
規
模
事
業
所
で
働
く

人
を
含
め
た
全
て
の
労
働
者
の

生
活
向
上
に
つ
な
が
る
賃
上
げ

を
目
指
す
と
し
た
メ
ー
デ
ー
宣

言
を
採
択
し
、
最
後
に
参
加
者

全
員
で
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

を
三
唱
し
ま
し
た
。

　

集
会
終
了
後
は
エ
リ
ア
な
か

い
ち
を
中
心
に
、
冷
た
い
風
が

吹
く
な
か
Ｊ
Ｒ
秋
田
駅
側
を
回

る
東
コ
ー
ス
と
県
児
童
会
館
跡

地
側
を
回
る
西
コ
ー
ス
に
分
か

れ
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
デ
モ
行
進
の
際
に
審

査
さ
れ
て
い
た
、
デ
コ
・
プ
ラ

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
森
林
労
連
が

デモ行進
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受
賞
し
賞
品
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

デ
モ
行
進
終
了
後
は
、
協
働

大
町
ビ
ル
に
会
場
を
移
し
、
桜

田
ゆ
う
こ
県
議
、
福
田
博
之
県

議
、
工
藤
新
一
市
議
に
も
参
加

い
た
だ
き
、
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
思
っ
た
よ
り
も
気
温

が
上
が
ら
ず
、
皆
さ
ん
の
体
調

を
心
配
し
ま
し
た
が
、
ア
ル

コ
ー
ル
は
例
年
ど
お
り
に
消
費

さ
れ
、
最
後
ま
で
元
気
に
交
流

を
深
め
日
程
を
終
え
て
い
ま
す
。

［
本
局
分
会
：
西
根
］

【
秋
田
：
本
荘
地
区
集
会
】

　

４
月
26
日
に
本
荘
地
区
メ
ー

デ
ー
に
組
合
員
４
名
が
参
加
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
風
が
強
く
、
天
気
は

荒
れ
模
様
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
他
労
組
の
仲
間
と
共
に
集

会
に
参
加
で
き
良
か
っ
た
で

す
。

　

集
会
の
中
で
は
、
こ
の
間
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ロ
シ
ア
、
ガ
ザ

地
区
な
ど
の
世
界
情
勢
ふ
れ
、

私
た
ち
の
平
和
な
生
活
が
脅
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
今

一
度
平
和
問
題
を
意
識
し
、
労

働
者
が
一
丸
と
な
っ
て
安
心
し

て
働
き
生
き
続
け
ら
れ
る
世
界

を
創
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
再
確
認
し
、
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
集
会
を
終
了
い

た
し
ま
し
た
。

［
由
利
分
会
：
佐
藤
］

秋田：大館地区集会

「次代につなぐ平和の願い！「次代につなぐ平和の願い！
　　みんなでつくろう支え合う　　みんなでつくろう支え合う

安心社会と確かな未来を！」安心社会と確かな未来を！」
デ
コ
・
プ
ラ
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞

青森：西北五地協祭典

【
青
森
：
西
北
五
地
協
祭
典
】

　

２
０
２
５
年
４
月
26
日（
土
）

第
96
回
メ
ー
デ
ー
連
合
青
森
西

北
五
地
協
祭
典
が
１
３
０
名
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
荒
天
が
予
報
さ
れ
る
た

め
、
場
所
を
野
外
か
ら
五
所
川

原
市
中
央
公
民
館
へ
変
更
と
な

り
ま
し
た
が
、
林
野
労
組
外
６

名
が
参
加
し
集
会
終
了
後
に
行

わ
れ
た
、お
楽
し
み
抽
選
会
は
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
北
五
地
協
は
10
年

ぶ
り
の
参
加
と
な
り
、
懐
か
し

い
顔
ぶ
れ
の
林
退
会
及
び
他
単

産
組
合
員
と
も
交
流
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。

［
金
木
支
署
分
会
：
斎
藤
］

【
秋
田
：
大
館
地
区
集
会
】

　

４
月
26
日
（
土
）、
第
26
回

メ
ー
デ
ー
大
館
地
区
集
会
が
約

３
５
０
人
参
加
し
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
米
代
東
部
分
会
か
ら
５

名
、
他
分
会
の
仲
間
３
名
、
林

退
会
９
名
の
17
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
新
規
採
用
者
で
い
ち
早

く
加
盟
し
た
矢
口
海
人
君
も

メ
ー
デ
ー
集
会
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
雷
、
突
風
、
雨
の

予
報
が
出
さ
れ
た
た
め
、
参
加

者
の
安
全
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
急
遽
、
屋
内
の

大
館
労
働
福
祉
会
館
の
開
催
と

な
り
、
パ
レ
ー
ド
も
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
終
了
後
は
他
分
会

の
仲
間
、林
退
会
の
皆
さ
ん
に
、

石
田
県
議
会
議
員
、
岩
本
市
議

会
議
員
も
加
わ
り
懇
親
を
深
め

ま
し
た
。

［
米
代
東
部
分
会
：
石
川
］

豪
華
賞
品
を
ゲ
ッ
ト

平
和
問
題
を
意
識

新
規
加
入
者
も
参
加

懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
と
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５
月
17
日
、
秋
田
市
フ
ォ
ー

ラ
ム
秋
田
に
お
い
て
、
各
サ
ー

ク
ル
の
代
表
者
ら
７
名
（
代
理

含
む
）
が
出
席
し
、
サ
ー
ク
ル

代
表
者
会
議
及
び
サ
ー
ク
ル
協

議
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
っ
て
、
嶋
田
旭

地
本
サ
ー
ク
ル
協
議
会
会
長
か

ら
「
友
好
祭
な
ど
様
々
な
場
で

の
、
職
場
実
態
を
踏
ま
え
た
各

サ
ー
ク
ル
に
よ
る
発
表
は
、
当

局
に
対
し
て
一
定
の
圧
力
に

な
っ
て
い
た
と
思
っ
て
い
る
。

労
働
組
合
に
よ
る
文
化
活
動
は

必
要
と
考
え
て
い
る
の
で
、
そ

う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
た
議
論

を
お
願
い
し
た
い
。」
と
挨
拶

が
さ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
事
務
局
か
ら
本
会

議
の
議
題
に
関
わ
り
、
こ
の
間

の
経
緯
と
し
て
、

１�

．
２
０
２
１
年
の
サ
ー
ク
ル

代
表
者
会
議
に
お
い
て
、

サ
ー
ク
ル
の
運
営
を
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
の
か
各
サ
ー

ク
ル
が
議
論
す
る
こ
と
を
確

認
。

２�

．
各
サ
ー
ク
ル
の
議
論
を
踏

ま
え
、２
０
２
２
年
度
の
サ
ー

ク
ル
代
表
者
会
議
で
、
今
後

の
あ
り
方
を
判
断
す
る
。

３�

．
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、

こ
の
間
、
サ
ー
ク
ル
代
表
者

会
議
が
開
催
さ
れ
ず
先
延
ば

し
と
な
っ
た
。

４�

．
組
織
財
政
確
立
委
員
会
か

ら
、
地
本
に
対
し
て
様
々
な

観
点
か
ら
予
算
の
削
減
対

策
等
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

サ
ー
ク
ル
の
あ
り
方
も
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

と
い
っ
た
説
明
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

以
上
の
内
容
を
確
認
し
た
上

で
、
事
務
局
か
ら
の
提
起
と
し

て
、

◎
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動
し
て

い
く
こ
と
は
困
難
と
判
断
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
各
サ
ー
ク
ル
は

解
散
も
含
め
て
検
討
す
る
。

◎
活
動
を
続
け
る
会
員
に
つ
い

て
は
、
活
動
に
応
じ
て
経
費
を

支
払
う
こ
と
と
す
る
が
、活
動
・

経
費
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
検

討
す
る
。

◎
サ
ー
ク
ル
の
財
産
の
扱
い
に

つ
い
て
は
、
各
サ
ー
ク
ル
が
責

任
を
持
っ
て
対
応
す
る
。

◎
解
散
す
る
サ
ー
ク
ル
は
総
会

等
を
実
施
す
る
。

と
い
っ
た
考
え
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

各
サ
ー
ク
ル
代
表
者
か
ら

は
、
近
年
の
活
動
状
況
や
こ
の

間
の
議
論
経
過
と
し
て
、
各

サ
ー
ク
ル
と
も
総
会
の
開
催
等

も
な
く
一
部
の
サ
ー
ク
ル
を
除

き
実
質
的
な
活
動
が
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
こ
と
、
新
規
加
入
者

も
な
く
現
役
組
合
員
が
数
名
の

み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
（
サ
ー

ク
ル
に
よ
っ
て
は
現
役
組
合
員

が
い
な
い
）
と
い
っ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、サ
ー

　

５
月
12
日
、
地
本
は
ｗ
ｅ
ｂ

併
用
に
よ
る
地
本
執
行
委
員
会

を
開
催
し
、
今
後
の
日
程
等
の

協
議
及
び
各
専
門
部
か
ら
の
報

告
事
項
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し

た
。

　

始
め
に
、
第
21
回
地
本
大
会

に
関
す
る
事
項
と
し
て
、
開
催

日
時
や
大
会
議
案
の
割
り
振
り

を
確
認
し
ま
し
た
。
開
催
日
時

は
年
間
行
動
予
定
の
と
お
り
、

７
月
18
日
～
19
日
（
会
場
は
検

討
中
、
懇
親
会
あ
り
）
に
開
催

す
る
こ
と
や
開
催
日
程
を
踏
ま

え
議
案
作
成
の
各
担
当
割
振
及

び
製
本
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
設
定
し
、
地
本
大
会
ま
で
各

分
会
へ
余
裕
を
持
っ
て
送
付
で

き
る
よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
大
会
へ
の
対
応

準
備
と
し
て
、
代
議
員
・
傍
聴

や
共
済
総
代
に
つ
い
て
、
昨
年

の
出
席
人
数
等
を
踏
ま
え
て
、

各
県
協
へ
の
割
振
の
考
え
方
を

整
理
し
、
併
せ
て
、
全
国
大
会
・

地
本
大
会
に
向
け
た
、
本
部
・

地
本
オ
ル
グ
の
日
程
等
に
つ
い

て
も
、
早
め
に
各
分
会
と
調
整

を
図
り
、
７
月
上
旬
（
本
部
オ

ル
グ
７
月
７
日
か
ら
11
日
で
確

定
）
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

各
専
門
部
か
ら
の
報
告
に
つ

い
て
は
、会
計
年
度
末
の
処
理
、

地
本
監
査
及
び
決
算
・
予
算
編

成
、
新
採
加
入
対
策
の
強
化
、

組
織
財
政
確
立
委
員
会
の
開
催

と
い
っ
た
課
題
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
、
今
後
の
対
応
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
当
面
の
日
程
に
つ
い

て
、
出
席
者
を
確
認
し
執
行
委

員
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
本
大
会
の
開
催
通

知
は
発
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
日
程
は
確
定
し
て
い

る
の
で
、
各
分
会
は
代
議
員
の

選
出
に
つ
い
て
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
。

ク
ル
会
員
の
年
齢
構
成
、
活

動
・
発
表
す
る
場
の
確
保
、
地

本
財
政
の
問
題
な
ど
、
継
続
す

る
に
は
厳
し
い
条
件
し
か
な
い

と
い
っ
た
意
見
も
出
さ
れ
、
解

散
す
る
こ
と
は
や
む
得
な
い
と

の
結
論
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、解
散
に
至
る
道
筋
と
し
て
、

「
第
21
回
地
本
大
会
で
の
提
案

が
必
要
で
は
な
い
か
」「
サ
ー

ク
ル
協
議
会
の
位
置
付
け
は
ど

う
す
る
の
か
」「
労
働
運
動
と

労
働
者
文
化
活
動
の
重
要
性
を

運
動
方
針
に
提
起
す
る
べ
き
」

と
い
っ
た
意
見
も
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

各
代
表
者
か
ら
の
意
見
に
対

し
て
、
事
務
局
か
ら
は
地
本
に

持
ち
帰
っ
て
検
討
し
、
第
21
回

地
本
大
会
に
お
い
て
、
今
後
の

対
応
を
提
案
す
る
考
え
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
か
ら
の
考
え
を
踏
ま

え
、
各
サ
ー
ク
ル
は
地
本
大
会

以
降
に
総
会
等
を
実
施
し
た
上

で
、
責
任
を
持
っ
て
解
散
す
る

こ
と
を
確
認
し
会
議
は
終
了
し

ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
の
運
営
等
に
つ
い
て
議
論

嶋田旭協議会会長

各サークルの代表者

青年女性委員との意見交換

　

４
月
の
人
事
異
動
か
ら
一
ヶ

月
以
上
が
過
ぎ
、
各
分
会
の
皆

様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。

　

組
合
員
の
顔
ぶ
れ
が
変
わ

り
、
組
織
体
制
の
確
立
や
新
規

採
用
者
及
び
未
加
入
者
対
策
で

苦
慮
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
湯
沢
分
会
は
、
未

加
入
者
対
策
と
し
て
未
加
入
者

を
含
め
た
若
手
を
対
象
と
し
た

学
習
交
流
会
を
実
施
し
、
問
題

の
集
約
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
挙
げ
ら
れ
た
意
見

と
し
て
、
業
務
量
の
増
加
で
超

過
勤
務
が
恒
常
化
し
て
い
る
こ

と
や
、
希
望
し
て
い
な
い
異
動

に
よ
る
長
距
離
通
勤
や
単
身
赴

任
等
か
ら
、
時
間
に
余
裕
が
な

い
。
物
価
高
騰
に
よ
る
実
質
賃

金
の
減
少
等
に
よ
り
生
活
に
余

裕
が
な
く
、
組
合
費
が
負
担
に

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

労
働
組
合
の
必
要
性
は
理
解

し
て
い
る
も
の
の
、
デ
メ
リ
ッ

ト
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を

議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

湯
沢
分
会
で
は
、
職
員
同
士

の
交
流
を
深
め
な
が
ら
問
題
を

共
有
す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

も
学
習
交
流
会
を
定
期
的
に
実

施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

地
本
サ
ー
ク
ル
代
表
者
会
議

　
　
　

及
び
協
議
会
総
会
を
開
催

地
本
サ
ー
ク
ル
代
表
者
会
議

　
　
　

及
び
協
議
会
総
会
を
開
催

第２１回地本大会や
　　協議事項を確認

第７回地本執行委員会

学習交流会で学習交流会で
　　　問題を共有　　　問題を共有

湯 沢 分 会

第２１回地本大会
開催日程

日　時：７月１８日１３：３０
　　　　　～１９日１２：００

場　所：秋田市さとみ温泉

１８日夜は団結懇親会を開催


